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稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

久

米

舞

子

は
じ
め
に

京
都
盆
地
に
存
す
る
平
安
京
の
、
そ
の
鴨
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に

は
、
東
山
丘
陵
が
南
北
に
連
な
る
。
丘
陵
南
部
に
そ
び
え
る
稲
荷

山
は
三
つ
の
峯
か
ら
な
り
、
そ
の
麓
に
は
稲
荷
神
を
祭
る
社
殿
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
稲
荷
神
は
、
山
城
（
山
背
）
国
へ
の
遷
都
以

前
か
ら
こ
こ
に
鎮
座
し
、
山
麓
の
深
草
に
住
む
秦
氏
に
氏
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
に
平
安
京
が
遷

都
さ
れ
て
以
降
は
、
都
市
民
と
の
間
に
緊
密
な
交
わ
り
が
生
ま
れ
、

稲
荷
神
へ
の
信
仰
の
か
た
ち
は
多
様
化
す
る
。
む
ろ
ん
稲
荷
社
家

と
し
て
深
草
の
秦
氏
と
稲
荷
社
と
の
関
係
は
継
続
す
る
も
の
の
、

秦
氏
の
氏
神
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
多
く
の
人
々
の
祈
り
を
、
稲

荷
神
は
受
け
入
れ
て
き
た
。

稲
荷
神
に
対
す
る
多
様
な
信
仰
の
か
た
ち
の
一
つ
に
、
稲
荷
神

の
神
輿
が
京
内
へ
神
幸
し
、
左
京
七
条
の
都
市
民
が
旅
所
へ
そ
れ

を
迎
え
還
す
稲
荷
祭
が
あ
る
。
平
安
京
は
葛
野
郡
と
愛
宕
郡
を
割

い
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
紀
伊
郡
に
位
置
す
る
稲
荷
社
と
は
郡
を

異
に
す
る
。
ま
た
都
城
は
神
社
を
持
た
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
（
1
）
。

こ
の
平
安
京
に
お
い
て
、
都
市
民
の
地
域
社
会
で
あ
る
七
条
と
、

郡
を
隔
て
て
鎮
座
す
る
稲
荷
神
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
神
輿
を
迎
え
還
す
稲
荷
祭
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
平
安
京
の

都
市
民
に
よ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
、
神
へ
の
祭
り
が
果
た
し
た

役
割
を
考
察
す
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
平
安
京
の
都
城
か
ら
都

市
へ
の
変
容
を
担
っ
た
彼
ら
都
市
民
に
よ
る
「
わ
れ
わ
れ
の
神
」

の
獲
得
過
程
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
第
六
「
大
和
国
人
得
�人
娘
�語
」
は
、

こ
の
考
察
の
手
が
か
り
と
な
る
史
料
で
あ
る
。
高
貴
な
公
達
で
あ

り
受
領
を
務
め
る
富
裕
な
男
の
、
妻
と
妾
と
が
懐
妊
し
共
に
女
児

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
（

一

）



を
出
産
し
た
。
し
か
し
宮
仕
え
の
女
房
で
あ
っ
た
妾
は
亡
く
な
り
、

残
さ
れ
た
女
児
は
父
に
引
き
取
ら
れ
る
。
こ
の
継
子
を
憎
ん
だ
妻

方
の
乳
母
は
、
な
じ
み
の
大
和
の
女
を
つ
か
っ
て
女
児
を
密
か
に

遺
棄
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
の
が
、
子
授
け
の

祈
願
に
長
谷
寺
へ
詣
で
、
そ
の
帰
途
に
あ
っ
た
藤
大
夫
の
妻
で
あ

る
。
彼
女
は
こ
の
女
児
を
貰
い
う
け
、
大
和
国
城
下
郡
の
家
で
大

切
に
養
い
育
て
た
。
や
が
て
女
児
は
年
十
七
、
八
に
成
長
し
、

「
七
条
辺
ニ
テ
産
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
産
神
ニ
御
ス
ト
テ
、
二
月
ノ

初
午
ノ
日
稲
荷
ヘ
参
ラ
ム
ト
テ
、
大
和
ヨ
リ
京
ニ
上
テ
、
其
ノ
日

歩
ニ
テ
稲
荷
ニ
詣
デ
タ
リ
ケ
ル
」。
そ
こ
で
す
で
に
亡
く
な
っ
て

い
た
妻
方
の
娘
の
、
婿
で
あ
っ
た
右
近
少
将
に
遭
遇
す
る
と
い
う

説
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
十
二

世
紀
前
半
の
社
会
が
、
説
話
の
背
景
と
し
て
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
。
娘
が
大
和
よ
り
向
か
っ
た
二
月
初
午
（
2
）
の
稲
荷
詣
は
、
と
り

わ
け
平
安
京
か
ら
多
く
の
人
々
が
稲
荷
山
を
め
ぐ
り
詣
で
る
た
め

に
訪
れ
、
男
女
の
出
逢
い
の
場
と
な
っ
た
。
二
月
初
午
は
朝
廷
の

関
与
し
な
い
民
間
の
宗
教
行
事
で
あ
り
、
そ
の
隆
盛
に
は
平
安
京

に
居
住
す
る
人
々
の
稲
荷
神
に
対
す
る
信
仰
が
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
る
。「
七
条
辺
」
に
産
ま
れ
た
娘
は
、
稲
荷
神
を
「
産

神
」
と
し
て
こ
の
二
月
初
午
に
出
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

産
土
と
は
、
本
来
生
ま
れ
た
土
地
と
い
う
意
味
で
あ
り
（
3
）
、「
産

神
」
す
な
わ
ち
産
土
神
と
は
、
本
来
生
ま
れ
た
土
地
の
神
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
説
話
か
ら
は
、
産
土
神
の
信
仰
が
七
条
の
都
市
民

と
稲
荷
神
と
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
（
4
）
。
信

仰
に
も
と
づ
く
紐
帯
と
し
て
の
産
土
意
識
は
、
身
分
や
出
身
地
、

血
縁
集
団
と
い
っ
た
共
通
の
背
景
を
も
た
な
い
平
安
京
の
都
市
民

に
と
っ
て
、
地
域
社
会
を
形
成
し
維
持
、
存
続
し
て
い
く
た
め
の

大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
彼
ら
が
居

住
す
る
七
条
と
い
う
一
地
域
を
、
彼
ら
の
本
来
生
ま
れ
た
土
地
で

あ
る
と
と
ら
え
る
認
識
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
そ
の
地
域
社
会
が
、
他
な
ら
ぬ
七
条
に
お
い
て
形
成
さ

れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
七
条
は
、
慶
滋
保
胤
の
『
池
亭

記
』
に
「
東
京
四
条
以
北
、
乾
艮
二
方
、
人
人
無
�貴
賤
�、
多
所
�

群
聚
�也
」
と
記
さ
れ
た
「
東
京
四
条
以
北
」
の
は
る
か
南
、
平

安
京
の
左
京
下
辺
に
位
置
し
、
都
市
の
繁
栄
か
ら
は
取
り
残
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。「
都
市
貴
族
の
観
念
レ
ベ

ル
で
も
都
市
的
発
展
の
実
態
面
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
南
と
は
明

確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
境
界
線
」
と
さ
れ
た
「
七
条
（
5
）
」
以
南
の
世

界
で
あ
る
。
本
稿
は
、
都
市
民
に
よ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
展
開

が
、
こ
の
七
条
と
い
う
場
に
お
い
て
こ
そ
顕
著
に
み
ら
れ
た
と
い

う
事
実
を
指
摘
し
た
い
。

岡
田
荘
司
氏
に
よ
る
京
中
祭
礼
研
究
（
6
）
は
、
稲
荷
祭
の
考
察
に
あ

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

二
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た
っ
て
そ
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
岡
田
氏
の
論
考

の
主
眼
は
、
祭
礼
と
朝
廷
と
の
接
点
を
探
る
こ
と
に
あ
り
、
都
市

や
都
市
民
に
対
す
る
関
心
は
薄
い
。
な
ぜ
稲
荷
祭
は
都
市
民
に
必

要
と
さ
れ
た
の
か
、
七
条
が
祭
り
の
主
た
る
舞
台
と
さ
れ
た
意
味

と
は
何
か
。
都
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
稲
荷
祭
の
位
置
づ
け
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
福
原
敏
男
氏
は
神
輿
が
留
ま
る
旅
所
に
つ
い
て

幅
広
い
時
代
に
渡
る
史
料
を
あ
げ
る
（
7
）
が
、
各
々
の
史
料
を
並
列
に

扱
い
、
旅
所
の
歴
史
的
変
遷
へ
の
配
慮
も
十
分
で
は
な
い
。
古
代

か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
に
成
立
し
た
稲
荷
祭
が
抱
え
る
歴
史
性
の

把
握
が
必
要
で
あ
る
。
五
島
邦
治
氏
は
地
縁
共
同
体
の
発
展
を
軸

に
、
祇
園
・
稲
荷
・
松
尾
と
い
う
平
安
京
の
三
祭
礼
を
考
察
す
る
（
8
）
。

本
稿
の
問
題
意
識
と
重
な
る
五
島
氏
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

稲
荷
祭
を
単
独
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
の
祭
り
に
固
有
の
あ
り

方
、
と
り
わ
け
七
条
と
い
う
場
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
た
い
。
稲
荷
祭
の
考
察
は
、
都
市
と
宗
教
と
の
関
係
性
と
い
う

普
遍
的
な
問
題
を
考
え
る
一
視
点
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
、
稲
荷
神
へ
の
信
仰

稲
荷
社
の
起
源
に
つ
い
て
の
伝
承
を
伝
え
る
の
は
、『
延
喜

式
』
神
名
帳
頭
註
に
残
さ
れ
た
『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
と
さ
れ

る
史
料
（
9
）
で
あ
る
。
秦
伊
侶
具
（
巨
）
が
富
裕
を
お
ご
り
、
餅
を
的

に
し
て
矢
を
射
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
餅
は
白
鳥
へ
と
姿
を
変
え

て
飛
び
あ
が
り
、
山
の
峰
へ
と
降
り
て
そ
こ
に
稲
が
芽
生
え
た
。

こ
れ
が
社
名
イ
ナ
リ
の
由
来
と
い
う
。
伊
侶
具
（
巨
）
の
子
孫
は

こ
の
過
ち
を
悔
い
、
社
の
木
を
抜
い
て
家
に
植
え
こ
れ
を
祭
っ
た
。

今
で
は
社
の
木
を
植
え
て
根
付
け
ば
福
を
得
ら
れ
、
枯
れ
れ
ば
福

が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
信
仰
の
は
じ
ま
り
が
稲
荷
山

と
い
う
神
体
山
に
あ
り
、
稲
荷
神
が
稲
の
神
で
あ
っ
た
こ
と
や
樹

木
へ
の
信
仰
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

山
城
国
紀
伊
郡
深
草
郷
は
、
秦
氏
の
集
住
す
る
地
域
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
即
位
前
紀
に
は
、
天
皇
が
秦
大
津
父
を

「
山
背
国
紀
郡
深
草
里
」
か
ら
見
出
し
た
と
の
記
載
が
あ
り
、

九
・
十
世
紀
の
紀
伊
郡
深
草
郷
に
関
わ
る
土
地
の
売
券
に
は
秦
姓

の
者
が
郡
司
や
刀
�
と
し
て
数
多
く
連
署
す
る
（
10
）
。
八
世
紀
後
半
に

入
る
と
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
に
は
長
岡
京
、
延
暦
十
三
年

（
七
九
四
）
に
は
平
安
京
へ
と
遷
都
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
長
岡
京
で
は
賀
茂
上
下
・
松
尾
・
乙
訓
神
が
、
平
安
京
で

は
賀
茂
上
下
・
松
尾
神
が
、
京
の
鎮
護
神
と
し
て
神
階
叙
位
や
社

殿
の
修
理
を
受
け
た
（
11
）
。
し
か
し
稲
荷
神
に
つ
い
て
は
、
遷
都
当
初

に
朝
廷
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
様
子
は
な
い
（
12
）
。
朝
廷
の
編
纂
史
料

に
稲
荷
神
が
初
見
す
る
の
は
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
を
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
類
聚
国
史
』
に
残
っ
た
『
日
本
後
紀
』
同

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

三
（

三

）



正
月
十
九
日
辛
巳
条
逸
文
に
あ
る
詔
が
そ
れ
で
あ
る
。

詔
曰
、
天
皇
詔
旨
止
、
稲
荷
神
前
尓
申
給
閉
止
申
佐
久
、
頃
間

御
体
不
��
大
坐
須
尓
依
弖
、
占
求
留
尓
、
稲
荷
神
社
乃
樹
伐
礼

留
罪
、
祟
尓
出
太
利
止
申
須
。
然
毛
此
樹
波
、
先
朝
乃
御
願
寺
乃

塔
木
尓
用
牟
我
為
尓
止
之
天
、
東
寺
乃
所
�伐
奈
利
。
今
成
�祟
利

止
申
我
故
尓
、
畏
天
奈
毛
、
内
舎
人
従
七
位
下
大
中
臣
雄
良
乎

差
�使
天
、
礼
代
尓
従
五
位
下
乃
冠
授
奉
理
治
奉
留
。

東
寺
の
塔
木
に
用
い
よ
う
と
稲
荷
社
の
神
木
を
伐
採
し
た
た
め

に
稲
荷
神
が
祟
り
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
淳
和
天
皇
の
御
体
不
癒
と

し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
東
寺
が
塔
や
幢
の
材
木
を

「
東
山
」
か
ら
得
た
こ
と
は
『
東
寺
文
書
』
甲
、
天
長
三
年
（
八

二
六
）
十
一
月
二
四
日
付
「
東
寺
請
�曳
�材
木
�状
案
」（『
平
安

遺
文
』
五
二
）
に
み
え
、『
性
霊
集
』
九
に
も
「
奉
�造
�東
寺
塔
�

材
木
曳
運
勧
進
表
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。「
東
山
」
は
稲
荷

山
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
神
は
こ
の
祟
り
を
き
っ
か
け
に
従

五
位
下
の
神
階
叙
位
を
受
け
、
以
後
そ
の
神
威
が
朝
廷
に
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

稲
荷
神
の
神
階
は
継
続
し
て
昇
叙
し
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）

九
月
四
日
丙
寅
に
は
従
一
位
（『
日
本
紀
略
』）
に
昇
っ
た
。
そ
の

間
、
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
十
二
月
七
日
庚
辰
に
は
名
神
に
列

し
（『
続
日
本
後
紀
』）、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
七
月
十
日
乙
亥

に
祈
雨
奉
幣
の
対
象
（『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』）
と
な
っ
て
以
降

は
、
頻
繁
に
祈
雨
・
止
雨
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。
昌
泰
元
年
（
八
九

八
）
五
月
八
日
丙
子
に
は
後
の
二
二
社
制
に
つ
な
が
る
十
六
社
へ

の
奉
幣
が
な
さ
れ
（『
日
本
紀
略
』）、
こ
れ
に
稲
荷
神
も
名
を
連

ね
て
い
る
。
さ
ら
に
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
の
後
三
条
天
皇
以

降
に
は
、
稲
荷
社
へ
の
代
始
め
行
幸
が
恒
例
と
な
っ
た
（『
百
錬

抄
』
同
三
月
二
六
日
丙
午
条
）。
ま
た
そ
れ
ま
で
単
に
「
稲
荷

神
」
と
の
み
記
さ
れ
て
き
た
が
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安

元
年
（
八
五
七
）
四
月
十
八
日
乙
酉
条
に
初
め
て
「
稲
荷
神
三

前
」
と
記
さ
れ
、『
延
喜
式
』
九
（
神
名
上
）
に
は
「
稲
荷
神
社

三
座
」
と
規
定
さ
れ
た
。
稲
荷
神
に
対
す
る
朝
廷
の
把
握
が
進
ん

だ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
院
政
期
に
入
る
と
、『
梁
塵
秘

抄
』
二
、
五
一
三
の
今
様
に
「
稲
荷
を
ば
三
つ
の
社
と
聞
き
し
か

ど
今
は
五
つ
の
社
な
り
け
り
」
と
端
的
に
み
え
る
よ
う
に
、
稲
荷

五
社
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
13
）
。

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
閏
四
月
七
日
乙

丑
条
の
「
稲
荷
上
中
下
三
名
神
」
の
神
階
叙
位
に
対
す
る
告
文
に

「
京
都
尓
近
之
天
、
公
私
尓
崇
仰
礼
坐
須
御
徳
高
支
尓
」
と
あ
る
よ
う

に
、
平
安
京
近
く
に
鎮
座
す
る
稲
荷
神
は
公
私
の
崇
拝
を
受
け
る
、

と
の
認
識
が
九
世
紀
後
半
に
は
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
遷
都

直
後
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
稲
荷
神
に
対
す
る
丁
重
な
処
遇
の
背

史
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景
で
あ
ろ
う
。『
大
鏡
』（
実
頼
）
で
は
、
藤
原
実
頼
は
「
小
野
宮

の
南
面
に
は
、
御
髻
放
ち
て
は
出
で
た
ま
ふ
こ
と
な
か
り
き
。
そ

の
ゆ
ゑ
は
、
稲
荷
の
杉
の
あ
ら
は
に
見
ゆ
れ
ば
、
明
神
、
御
覧
ず

ら
む
に
、
い
か
で
か
な
め
げ
に
て
は
出
で
む
と
の
た
ま
は
せ
て
、

い
み
じ
く
つ
つ
し
ま
せ
た
ま
ふ
に
、
お
の
づ
か
ら
思
し
召
し
忘
れ

ぬ
る
折
は
、
御
袖
を
か
づ
き
て
ぞ
驚
き
さ
わ
が
せ
た
ま
ひ
け
る
」。

平
安
京
か
ら
稲
荷
山
を
見
渡
せ
る
が
ゆ
え
に
、
稲
荷
神
か
ら
京
へ

の
視
線
を
意
識
し
て
生
活
を
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま

た
「
稲
荷
の
杉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
杉
は
稲
荷
社
の
神
木
で
あ
り
、

し
る
し
の
杉
と
呼
ば
れ
て
、
参
詣
者
は
そ
の
授
与
を
受
け
、
信
仰

の
対
象
と
も
な
っ
て
多
く
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
。

稲
荷
社
が
と
り
わ
け
参
詣
者
を
集
め
た
の
が
二
月
の
初
午
で
あ

る
。
早
く
は
『
貫
行
集
』
一
の
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
に
「
二
月

初
午
に
稲
荷
詣
で
し
た
る
と
こ
ろ
」
と
屏
風
歌
が
詠
ま
れ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
第
一
は
、
二
月
初
午
に
つ
い
て
「
昔
ヨ

リ
京
中
ニ
上
中
下
ノ
人
稲
荷
詣
ト
テ
参
リ
集
フ
日
也
」
と
あ
り
、

参
詣
の
主
体
は
稲
荷
社
近
辺
の
人
々
で
は
な
く
平
安
京
の
階
層
を

問
わ
ぬ
居
住
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
説
話
に
は
、
六
人
の
近

衛
舎
人
や
そ
の
妻
が
稲
荷
社
に
参
詣
し
た
と
記
さ
れ
る
。
藤
原
道

綱
母
は
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
九
月
に
「
も
の
へ
詣
で
せ
ば

や
」
と
稲
荷
の
上
中
下
社
に
御
幣
を
捧
げ
る
（『
蜻
蛉
日
記
』）。

清
少
納
言
は
二
月
初
午
に
稲
荷
社
へ
参
り
、
山
の
坂
道
で
「
三
十

許
り
な
る
女
」
の
話
を
聞
く
（『
枕
草
子
』
一
五
二
）。
藤
原
兼
通

の
娘
で
円
融
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
藤
原
�
子
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

物
詣
で
に
よ
く
で
か
け
「
稲
荷
の
坂
」
を
登
っ
た
と
い
う
（『
大

鏡
』
兼
通
）。『
大
鏡
』
の
語
り
手
で
あ
る
大
宅
世
継
も
ま
た
、
幼

い
こ
ろ
二
月
初
午
に
「
稲
荷
詣
」
す
る
父
の
お
供
を
し
て
そ
の
坂

を
登
っ
た
（
同
道
長
）。

稲
荷
社
へ
の
参
詣
は
、
男
女
の
出
逢
い
の
場
で
も
あ
る
。『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
八
第
一
で
、
茨
田
重
方
は
妻
と
は
気
づ
か
ず
女

を
口
説
き
、
同
巻
三
十
第
六
で
は
、
七
条
辺
に
生
ま
れ
た
女
が
右

近
少
将
と
出
逢
う
。『
篁
物
語
』
に
お
い
て
も
、
稲
荷
山
は
小
野

篁
の
妹
と
兵
衛
佐
の
出
逢
い
の
場
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

二
月
初
午
の
こ
と
と
さ
れ
る
。『
新
猿
楽
記
』
で
は
、
右
衛
門
尉

の
「
第
一
本
妻
」
が
、
夫
の
心
が
等
閑
な
の
を
恨
み
祈
る
な
か
に

「
稲
荷
山
阿
小
町
之
愛
法
、

�鰹
破
前
�喜
」
と
あ
る
。
愛
法
を

祈
る
者
も
ま
た
稲
荷
山
を
登
っ
た
。
貴
族
の
稲
荷
神
へ
の
祈
り
は
、

『
山
槐
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
一
日
庚
午
条
で
藤
原

忠
雅
が
任
大
臣
の
た
め
に
参
詣
し
た
よ
う
に
、
官
職
の
祈
願
の
ほ

か
、
娘
の
入
内
祈
願
が
目
立
つ
。
藤
原
頼
長
は
養
女
多
子
の
近
衛

天
皇
へ
の
入
内
を
稲
荷
社
と
春
日
社
に
祈
願
し
（『
台
記
』
久
安

四
年
〈
一
一
四
八
〉
七
月
二
日
丁
亥
・
一
一
日
丙
申
条
）、
成
就

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

五
（

五

）



の
後
に
は
毎
年
奉
幣
や
参
詣
を
続
け
た
（
同
久
安
六
年
〈
一
一
五

〇
〉
四
月
九
日
乙
卯
・
二
六
日
壬
申
条
、
久
寿
元
年
〈
一
一
五

四
〉
四
月
九
日
辛
酉
条
）。
藤
原
兼
実
の
娘
任
子
と
そ
の
母
藤
原

兼
子
も
ま
た
、
後
鳥
羽
天
皇
へ
の
入
内
祈
願
の
た
め
稲
荷
社
と
�

園
社
に
詣
で
る
（『
玉
葉
』
治
承
四
年
〈
一
一
八
〇
〉
三
月
九
日

辛
酉
条
）。

平
安
時
代
に
は
熊
野
参
詣
が
隆
盛
を
極
め
、
院
や
貴
族
は
こ
ぞ

っ
て
こ
の
霊
場
へ
の
道
の
り
を
辿
っ
た
。
十
一
世
紀
後
半
か
ら
は
、

そ
の
帰
途
に
稲
荷
社
へ
参
詣
す
る
史
料
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
参
詣
者
が
帰
京
す
る
直
前
に
稲
荷
神
に
対
す
る
奉
幣
が

な
さ
れ
、
そ
こ
で
護
法
送
り
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
熊
野
三
山
へ

の
巡
礼
を
終
え
て
還
向
す
る
道
者
の
、
そ
の
帰
路
を
守
護
す
る
の

が
護
法
童
子
で
あ
る
。
護
法
送
り
と
は
、「
還
向
の
途
次
道
者
の

身
に
憑
い
て
、
異
境
通
過
の
危
難
か
ら
道
者
を
守
っ
て
き
た
護
法

童
子
を
熊
野
ヘ
送
り
か
え
す
儀
礼
で
あ
る
（
14
）
」。『
水
左
記
』
承
暦
四

年
（
一
〇
八
〇
）
十
二
月
二
六
日
甲
申
条
に
「
今
夜
左
大
将
従
�

熊
野
�還
向
。
明
日
被
�詣
�稲
荷
�、
可
�被
�帰
家
�者
」、
熊
野
よ

り
還
向
す
る
藤
原
師
通
が
稲
荷
参
詣
の
の
ち
に
帰
家
す
る
と
記
さ

れ
た
の
が
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。
護
法
送
り
が
稲
荷
社
で
修
さ
れ

た
の
は
、
熊
野
か
ら
の
還
向
の
経
路
の
、
京
へ
の
出
入
り
口
近
く

に
稲
荷
神
が
鎮
座
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
神
は
、
平
安
京
の

境
界
を
守
護
す
る
神
と
い
う
新
た
な
性
質
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
15
）。京

を
出
発
し
あ
る
い
は
帰
還
す
る
人
々
に
よ
る
稲
荷
社
へ
の
参

詣
・
拝
礼
は
、
熊
野
参
詣
に
限
ら
れ
な
い
。
大
路
を
往
来
す
る

人
々
の
た
め
、
稲
荷
社
前
を
通
る
大
路
沿
い
に
は
稲
荷
伏
拝
の
場

が
設
け
ら
れ
た
（
16
）
。
平
安
京
を
出
入
り
す
る
人
々
が
こ
こ
で
捧
げ
る

祈
り
は
、
出
京
や
入
京
を
稲
荷
神
に
告
げ
道
中
の
無
事
を
祈
り
あ

る
い
は
謝
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
台
記
』
久
安
四
年

（
一
一
四
八
）
六
月
三
十
日
丙
辰
条
で
は
、
藤
原
頼
長
が
宇
治
か

ら
の
帰
路
に
「
稲
荷
伏
拝
」
で
養
女
多
子
の
入
内
祈
願
を
誓
っ
た
。

稲
荷
神
は
、
深
草
の
秦
氏
の
氏
神
と
し
て
初
め
て
史
料
に
記
さ

れ
た
。
八
世
紀
後
半
の
山
城
（
山
背
）
国
へ
の
遷
都
後
も
、
そ
の

位
置
づ
け
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に

な
っ
て
神
木
伐
採
に
対
す
る
稲
荷
神
の
祟
り
を
き
っ
か
け
に
、
朝

廷
に
そ
の
神
威
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
九
世
紀
後
半
に
は
、

平
安
京
近
く
に
鎮
座
す
る
神
と
し
て
稲
荷
神
は
京
の
人
々
に
受
容

さ
れ
た
。
二
月
初
午
の
稲
荷
参
詣
は
十
世
紀
に
は
隆
盛
と
な
り
、

し
る
し
の
杉
が
多
く
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
。
平
安
京
に
住
ま
う

人
々
は
、
階
層
や
老
若
男
女
を
問
わ
ず
稲
荷
山
を
め
ぐ
り
登
り
、

そ
こ
は
男
女
の
出
逢
い
の
場
と
な
る
と
共
に
、
愛
法
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
、
貴
族
の
祈
願
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
京
の
出
入

史
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り
口
に
位
置
す
る
稲
荷
神
は
、
帰
京
者
の
無
事
を
言
祝
ぎ
彼
ら
に

憑
い
た
異
界
の
も
の
を
送
り
返
す
境
界
の
神
と
し
て
の
役
割
を
与

え
ら
れ
る
。
稲
荷
神
へ
の
信
仰
の
か
た
ち
は
、
平
安
京
の
居
住
者

た
ち
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
多
様
化
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
平
安
京
に
住
ま
う
人
々
に
よ
る
信
仰
で
あ
り
、
朝
廷
の
祭
祀

と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
稲
荷
神
は
、
十

世
紀
に
は
平
安
京
に
住
む
人
々
の
神
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
七
条
へ
続
く
道

神
輿
が
大
路
を
ゆ
く
華
や
か
な
稲
荷
祭
の
様
相
を
、
今
に
伝
え

る
絵
画
資
料
が
あ
る
。
十
二
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
『
年
中
行
事

絵
巻
』
で
あ
る
。
住
吉
模
本
巻
十
二
に
み
え
る
神
輿
五
基
を
中
心

と
し
た
神
幸
の
行
列
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
二
、
五
一
三
に
「
今
は

五
つ
の
社
な
り
け
り
」
と
歌
わ
れ
た
稲
荷
五
社
の
神
輿
の
そ
れ
で

あ
り
、
稲
荷
祭
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
風
流
傘
、
騎
馬
田
楽
、

獅
子
舞
に
楽
人
、
大
幣
を
立
て
て
鴨
川
の
瀬
を
歩
む
人
々
、
こ
れ

ら
に
続
い
て
五
社
の
神
輿
が
大
路
を
渡
っ
て
い
く
（
17
）
。『
雲
州
消

息
』
上
に
よ
れ
ば
、
横
笛
や
琵
琶
の
楽
、
傀
儡
や
猿
楽
も
ま
た
神

輿
の
神
幸
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
稲
荷
祭
の
神
輿
渡
御
は
、
多
く

の
見
物
人
を
集
め
た
。
記
録
に
は
見
物
場
所
と
し
て
、「
七
条
堀

河
辺
小
屋
」（『
春
記
』
長
久
元
年
〈
一
〇
四
〇
〉
四
月
十
九
日
癸

卯
条
）、「
自
�七
条
�南
、
自
�町
尻
�西
」
の
桟
敷
（『
帥
記
』
永

保
元
年
〈
一
〇
八
一
〉
四
月
十
日
丁
卯
条
）、「
自
�七
条
�南
、

自
�町
尻
�東
」
の
桟
敷
（
同
十
五
日
壬
申
条
）、「
市
町
狭
敷
」

（『
本
朝
世
紀
』
康
和
五
年
〈
一
一
〇
三
〉
四
月
十
九
日
丁
卯
条
）、

「
町
尻
桟
敷
」（『
兵
範
記
』
仁
平
三
年
〈
一
一
五
三
〉
四
月
八
日

丁
卯
条
）、「
七
条
北
、
東
洞
院
東
角
」
の
藤
原
定
�
の
邸
宅

（『
山
槐
記
』
永
暦
二
年
〈
一
一
六
一
〉
四
月
十
三
日
乙
卯
条
）
を

確
認
で
き
る
。
稲
荷
祭
は
七
条
大
路
を
主
た
る
舞
台
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
祭
り
で
あ
っ
た
。
都
市
に
お
い
て
街
路
は
祭
場
と
な

る
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
が
描
く
の
は
旅
所
か
ら
稲
荷
社
へ
の
還

幸
の
場
面
で
あ
る
か
ら
、
神
輿
が
渡
御
す
る
大
路
は
七
条
大
路
で

あ
り
、
鴨
川
を
渡
る
の
は
七
条
末
で
あ
ろ
う
。
平
安
京
の
都
城
か

ら
都
市
へ
の
移
り
か
わ
り
は
、
京
中
の
路
の
再
編
成
を
と
も
な
う
。

行
幸
や
御
幸
、
公
卿
の
出
向
な
ど
の
経
路
分
析
か
ら
は
、
七
条
大

路
が
京
の
東
西
を
結
ぶ
路
と
し
て
、
ま
た
儀
式
の
場
と
し
て
、
京

の
主
要
な
大
路
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
（
18
）
。

都
市
平
安
京
か
ら
延
び
る
交
通
路
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
一
つ

の
参
照
枠
と
な
る
の
が
『
源
平
盛
衰
記
』
六
（
西
光
卒
塔
婆
）
に

記
さ
れ
る
六
体
の
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
七
道
の
辻
、「
四
宮
川

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

七
（

七

）



原
、
木
幡
ノ
里
、
造
道
、
西
七
条
、
蓮
台
野
、
ミ
ゾ
ロ
池
、
西
坂

本
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
稲
荷
祭
に
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

山
城
と
大
和
を
結
ぶ
路
の
要
衝
「
木
幡
ノ
里
」
で
あ
る
。
平
安
京

よ
り
宇
治
や
大
和
を
指
し
て
南
へ
と
下
る
経
路
に
は
、
羅
城
門
を

経
ず
に
九
条
東
京
極
付
近
や
九
条
万
里
小
路
か
ら
出
京
し
、
稲
荷

社
を
左
手
に
見
て
深
草
を
南
下
す
る
路
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
木
幡
に
通
じ
る
道
で
あ
る
。『
中
右
記
』
寛
治
七
年
（
一

〇
九
三
）
三
月
二
十
日
丁
酉
条
で
、
春
日
社
に
御
幸
す
る
白
河
上

皇
は
「
出
�京
極
�至
�九
条
�」
と
あ
り
、
羅
城
門
を
用
い
ず
九
条

東
京
極
よ
り
出
京
す
る
ル
ー
ト
を
と
っ
た
。『
兵
範
記
』
仁
平
四

年
（
一
一
五
四
）
正
月
三
十
日
癸
未
条
で
は
、
藤
原
隆
長
が
春
日

祭
使
と
し
て
大
和
へ
向
か
う
。
そ
の
経
路
は
、
七
条
大
路
よ
り
鴨

川
の
河
原
ま
で
東
行
し
て
南
下
、「
九
条
口
」
よ
り
出
京
し
た
と

い
う
。『
山
槐
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
二
月
八
日
丙
申
条

に
み
え
る
、
春
日
祭
使
藤
原
兼
宗
の
経
路
は
、
七
条
大
路
か
ら
河

原
へ
出
て
南
行
、
や
は
り
「
九
条
口
」
を
用
い
た
。『
玉
葉
』
文

治
四
年
（
一
一
八
八
）
正
月
二
七
日
癸
亥
条
に
お
け
る
藤
原
兼
実

の
春
日
社
参
詣
は
、
河
原
か
ら
富
小
路
を
経
て
「
九
条
口
（
19
）
」
に
到

る
と
み
え
る
。『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
十
二
月
十

六
日
癸
卯
条
は
、
藤
原
忠
実
の
春
日
社
参
詣
の
経
路
に
詳
し
い
。

忠
実
は
万
里
小
路
を
南
下
し
て
九
条
へ
出
で
、
さ
ら
に
「
深
草
」

「
伏
見
北
坂
辺
」「
宇
治
橋
」
を
経
て
「
佐
保
殿
」
へ
到
っ
た
。

『
中
右
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
九
月
二
四
日
辛
巳
条
は
、

鳥
羽
上
皇
の
宇
治
平
等
院
へ
の
御
幸
を
記
し
、
こ
こ
で
も
万
里
小

路
よ
り
九
条
へ
と
出
て
い
る
。『
兵
範
記
』
保
元
二
年
（
一
一
五

七
）
二
月
十
二
日
戊
申
条
で
は
、
春
日
祭
使
と
し
て
九
条
殿
を
出

た
藤
原
基
実
が
、
九
条
大
路
を
東
行
し
万
里
小
路
か
ら
南
へ
と
出

京
し
た
。
鴨
川
付
近
と
推
測
さ
れ
る
「
河
原
口
」
か
ら
「
深
草

辺
」
ま
で
は
、
見
物
の
車
が
立
ち
並
ん
で
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
示
さ
れ
る
九
条
東
京
極
付
近
あ
る
い
は
九
条

万
里
小
路
か
ら
出
京
す
る
経
路
は
、
い
ず
れ
も
鴨
川
を
東
岸
へ
渡

り
南
下
す
る
大
路
に
接
続
す
る
。
こ
の
大
路
を
法
性
寺
大
路
と
い

う
。
十
六
世
紀
初
頭
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
九
条
御
領

辺
図
」（
図
書
寮
叢
刊
『
九
条
家
文
書
三
』〈
明
治
書
院
、
一
九
七

三
〉
所
収
）
に
は
こ
の
法
性
寺
大
路
が
描
か
れ
て
お
り
、「
北
は

少
な
く
と
も
樋
口
小
路
ラ
イ
ン
以
北
、
つ
ま
り
五
条
大
路
ラ
イ
ン

付
近
か
ら
、
南
は
紀
伊
郡
条
里
七
条
の
渡
瀬
里
南
辺
ま
で
達
す
る

長
大
な
直
線
道
路
（
20
）
」
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
稲
荷
祭
に
お

い
て
、
神
輿
は
こ
の
路
を
経
て
京
の
旅
所
へ
と
神
幸
し
、
ま
た
稲

荷
社
へ
還
幸
し
た
（
21
）
。
大
路
の
名
に
冠
さ
れ
た
法
性
寺
は
、
山
城
国

紀
伊
郡
に
藤
原
忠
平
が
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る
。『
貞
信
公
記

抄
』
延
長
二
年
（
九
二
四
）
二
月
十
日
戊
寅
条
に
「
参
�法
性
寺
�、

史
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図１ 九条御領辺図（宮内庁書陵部所蔵）
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始
聴
�鐘
音
�」
と
あ
る
の
が
初
見
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
創

建
が
推
測
さ
れ
る
。
京
南
へ
向
か
う
人
々
は
、
こ
の
法
性
寺
の
門

前
を
頻
繁
に
行
き
交
っ
た
。
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
十
月
二
五

日
辛
未
、
大
嘗
会
の
大
祓
を
よ
そ
に
菅
原
孝
標
女
が
初
瀬
詣
の
た

め
に
出
京
す
る
。「
法
性
寺
の
大
門
に
立
ち
と
ま
り
た
る
に
、
田

舎
よ
り
物
見
に
上
る
者
ど
も
、
水
の
流
る
る
や
う
に
ぞ
見
ゆ
る

や
」（『
更
級
日
記
』）。
彼
女
は
、
大
祓
を
見
物
し
よ
う
と
上
京
す

る
多
く
の
人
々
と
、
暁
の
法
性
寺
大
門
の
前
で
す
れ
違
う
。
熊
野

参
詣
の
帰
途
に
も
、
こ
の
大
路
が
用
い
ら
れ
た
。『
中
右
記
』
天

仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
一
月
十
日
庚
戌
条
に
よ
れ
ば
、
熊
野
か

ら
の
帰
京
を
前
に
、
藤
原
宗
忠
は
稲
荷
山
を
廻
っ
て
諸
社
へ
の
奉

幣
を
行
い
、「
帰
坂
下
」
で
護
法
送
り
を
済
ま
せ
た
。
彼
は
「
法

性
寺
東
大
門
前
」
に
て
乗
車
し
、
帰
京
す
る
。

こ
の
路
が
法
性
寺
大
路
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、『
百
錬
抄
』
長

寛
三
年
（
一
一
六
五
）
二
月
十
一
日
庚
寅
条
か
ら
知
ら
れ
る
。

路
カ

「
故
入
道
関
白
周
忌
、
供
�養
法
性
寺
堂
�〈
法
性
寺
大
略
西
新
所

内
也
〉」。
藤
原
忠
通
の
周
忌
法
会
が
催
さ
れ
た
の
は
、
法
性
寺
大

路
西
の
新
所
内
の
法
性
寺
堂
で
あ
っ
た
。
法
性
寺
の
一
堂
最
勝
金

剛
院
の
地
に
、
九
条
道
家
が
東
福
寺
を
造
営
す
る
の
は
十
三
世
紀

前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
「
五
大
堂
を
除
く
法
性
寺
の
主
要

部
は
早
く
十
三
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
く
廃
絶
し
た
は
ず
」
で
あ

る
。
法
性
寺
そ
れ
自
体
は
衰
微
す
る
も
の
の
、
し
か
し
そ
の
寺
名

は
地
名
化
し
「
東
福
寺
伽
藍
の
西
門
前
の
道
か
ら
西
は
、
当
時

「
法
性
寺
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
（
22
）
」。
こ
の
「
法
性
寺
」
と
呼
ば
れ
る

場
は
、
法
性
寺
大
路
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
、
中

世
に
は
御
厨
子
所
率
分
関
や
室
町
幕
府
・
東
福
寺
に
よ
る
関
所
が

設
け
ら
れ
た
（
23
）
。
平
安
京
か
ら
宇
治
や
大
和
へ
と
往
来
す
る
人
々
の

行
き
交
う
法
性
寺
大
路
は
、
左
京
下
辺
へ
と
接
続
す
る
。
七
条
大

路
は
そ
の
主
要
な
大
路
で
あ
り
、
多
く
の
人
や
モ
ノ
が
行
き
交
う

場
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
輿
に
遷
っ
た
稲
荷
神
は
、

こ
の
法
性
寺
大
路
を
経
て
鴨
川
を
渡
り
、
七
条
大
路
よ
り
そ
の
周

辺
に
設
け
ら
れ
た
旅
所
へ
と
神
幸
、
そ
こ
で
祭
り
を
受
け
、
再
び

同
じ
道
を
辿
っ
て
稲
荷
社
へ
と
還
幸
す
る
。
こ
れ
が
稲
荷
祭
と
呼

ば
れ
る
祭
り
で
あ
っ
た
。

三
、
産
土
の
祭
と
し
て
の
稲
荷
祭

稲
荷
祭
の
起
源
を
直
接
に
記
す
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
史

料
上
の
初
見
は
『
小
記
目
録
』
十
七
の
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）

四
月
九
日
庚
辰
条
に
み
え
る
「
稲
荷
祭
間
、
闘
乱
出
来
事
」
の
記

載
で
あ
り
、
十
一
世
紀
に
は
す
で
に
催
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
（
24
）
。
稲
荷
祭
は
朝
廷
の
祭
祀
を
起
源
と
し
な
い
、
巷
間
よ
り

起
こ
っ
た
祭
り
で
あ
る
。『
春
記
』
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
四

史
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月
十
九
日
癸
卯
条
に
、
蔵
人
頭
で
あ
っ
た
藤
原
資
房
が
稲
荷
祭
を

見
物
し
た
記
録
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
御
倉
小
舎
人
頼
高
為
�祭

使
�、
其
儀
不
�異
�公
使
�」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
公
使
と
異
な

る
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
つ
ま
り
、
稲
荷
祭
の
祭
使
が
公
使
で
は
な

い
こ
と
示
し
て
い
よ
う
。
稲
荷
祭
と
は
本
来
神
輿
の
旅
所
か
ら
本

社
へ
の
還
幸
を
意
味
し
、
そ
の
式
日
は
四
月
上
卯
あ
る
い
は
中
卯

で
あ
る
（
25
）
が
、
こ
れ
も
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
四
月
十
四
日
乙
巳
条
は
そ

の
顕
著
な
例
で
あ
る
。「
稲
荷
祭
。
上
皇
渡
�御
桟
敷
前
�有
�御
見

物
�。
件
祭
一
昨
日
為
�式
日
�。
而
依
�仁
和
寺
灌
頂
為
�御
見
物
�被

�延
�今
日
�云
々
」、
つ
ま
り
後
白
河
上
皇
の
意
向
で
式
日
を
延
ば

し
た
例
す
ら
あ
る
の
だ
。
朝
廷
の
祭
祀
で
あ
る
松
尾
祭
及
び
そ
れ

に
連
動
し
て
西
七
条
の
都
市
民
が
催
行
す
る
松
尾
の
祭
り
が
、
月

を
跨
ご
う
と
も
式
日
の
申
日
を
決
し
て
移
す
こ
と
が
な
か
っ
た
（
26
）
こ

と
に
比
す
れ
ば
、
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
稲
荷
祭
は
朝
廷
の
祭
祀

で
は
な
い
た
め
に
、
そ
の
延
引
へ
の
朝
廷
の
関
与
も
曖
昧
で
あ
る
。

稲
荷
祭
が
穢
に
よ
る
諸
社
祭
延
引
の
対
象
に
な
る
の
は
、『
台

記
』
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
）
四
月
九
日
辛
酉
条
が
確
認
で
き
る

初
例
で
あ
る
が
、
稲
荷
祭
の
延
引
に
つ
い
て
は
宣
旨
を
下
さ
な
い

こ
と
が
先
例
で
あ
る
（『
玉
葉
』
文
治
四
年
〈
一
一
八
八
〉
四
月

十
三
日
己
卯
条
）
と
い
う
。『
山
槐
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六

七
）
四
月
十
二
日
己
卯
条
で
は
「
今
日
稲
荷
祭
延
引
云
々
。
松
尾

祭
延
引
、
仍
七
条
人
等
申
�事
由
�令
�延
引
�、
先
々
松
尾
祭
以
前

行
�之
天
下
不
�静
之
由
申
云
々
。
且
此
条
公
家
不
�知
食
�、
仍
只

職
事
仰
�彼
七
条
人
�云
々
」
と
あ
っ
て
、
延
引
は
「
七
条
人
」
の

知
識
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。「
公
家
」
す
な
わ
ち
朝
廷
は

こ
れ
に
関
与
せ
ず
、「
職
事
」
す
な
わ
ち
蔵
人
所
が
、「
七
条
人
」

に
延
引
を
命
じ
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。「
七
条
人
」
が
稲
荷
祭

の
延
引
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
し
、
延
引
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、

彼
ら
が
稲
荷
祭
を
主
催
し
て
い
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

九
条
家
本
『
延
喜
式
』
付
図
「
平
安
京
左
京
図
」
に
は
、
二
カ

所
の
「
稲
荷
旅
所
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
梅
小
路
猪
熊
と
七
条
油

小
路
で
あ
る
。『
兵
範
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
四
月
二
三

日
庚
寅
条
に
、
六
条
天
皇
の
方
違
行
幸
に
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て

き
た
「
八
条
堀
川
前
中
納
言
顕
長
亭
」
を
、
こ
の
度
は
避
け
た
と

の
記
録
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
而
稲
荷
祭
延
引
、
于
今
御
�坐

於
�旅
所
�、
其
所
近
�彼
亭
�」、
こ
の
邸
宅
は
稲
荷
旅
所
に
近
接
し

て
お
り
、
稲
荷
祭
の
延
引
に
よ
っ
て
現
在
稲
荷
神
が
そ
の
旅
所
に

滞
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
旅
所
と
は
梅
小
路
猪

熊
の
そ
れ
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。『
百
錬
抄
』
嘉
禄
二
年
（
一
二

二
六
）
二
月
十
三
日
戊
戌
条
に
も
、
こ
の
旅
所
の
所
在
が
記
さ
れ

る
。「
午
時
稲
荷
上
中
両
社
旅
所
〈
八
条
坊
門
猪
熊
〉
焼
亡
。
是

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
一
（
一
一
）



大
行
事
則
正
〈
旅
所
神
主
〉
被
�改
易
�之
間
、
則
正
愁
望
之
余
、

参
�籠
下
殿
�焼
死
云
々
。
御
体
同
焼
失
云
々
」。
稲
荷
上
・
中
社

の
旅
所
で
あ
る
八
条
坊
門
猪
熊
の
旅
所
（
27
）
が
焼
亡
し
た
。
旅
所
神
主

で
あ
る
「
大
行
事
則
正
」
が
職
の
改
易
に
不
満
を
も
ち
、
旅
所
の

下
殿
で
抗
議
の
焼
死
を
遂
げ
た
た
め
と
い
う
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ

て
い
た
稲
荷
神
の
御
体
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
記
載
か
ら
は
、

祭
り
の
期
間
外
に
も
稲
荷
旅
所
は
常
設
さ
れ
神
主
が
補
任
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
稲
荷
神
の
御
体
が
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
『
明
月
記
』
同
二
月
二
五
日
庚
戌
条
は
、

次
の
よ
う
に
記
す
。

稲
荷
旅
所
神
主
〈
本
是
自
�本
社
�補
�之
〉
七
条
村
民
之
所

�補
云
々
。
自
�忠
綱
時
�為
�細
工
所
沙
汰
�補
�之
〈
一
度
〉、

以
�之
為
�例
、
自
�後
院
細
工
所
�補
�之
。
左
相
府
之
時
、

耽
�任
料
�毎
年
改
�之
〈
或
一
年
二
人
補
�之
云
々
〉。
而
今

春
得
�替
之
男
�、
其
心
嗷
々
、
不
�拘
�制
法
�、
不
�可
�去
�職

由
対
捍
之
間
、
自
�使
庁
�追
�之
、
追
�入
其
社
内
�、
奉
�抱
�

神
御
体
�〈
自
�垂
跡
�未
�造
�改
之
�〉、
縦
�火
焼
死
、
垂
跡

之
地
已
為
�火
葬
之
所
�云
々
。
稲
荷
祭
可
�被
�行
歟
事
未

�定
云
々
。

旅
所
神
主
を
補
任
す
る
主
体
は
、「
本
社
」
稲
荷
社
か
ら
「
七

条
村
民
」、
さ
ら
に
「
後
院
細
工
所
」
へ
と
変
遷
し
た
。
本
来

図 2 平安京左京図（部分、東京国立博物館所蔵）
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「
七
条
村
民
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
旅
所
神
主
の
補
任
は
、

後
鳥
羽
院
の
近
臣
藤
原
忠
綱
が
細
工
所
別
当
で
あ
っ
た
際
の
例
が

参
照
さ
れ
て
、
後
院
細
工
所
が
替
わ
っ
て
そ
れ
を
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
な
お
忠
綱
が
後
鳥
羽
院
の
細
工
所
別
当
と
な
っ
た
の
は
、

建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
五
月
の
こ
と
で
あ
る
（
28
）
。
旅
所
神
主
は
、

「
左
相
府
」
の
時
に
な
っ
て
た
び
た
び
改
易
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

任
料
に
関
わ
る
経
済
的
な
利
害
が
絡
ん
で
い
た
。
七
条
は
鍛
冶
師

や
鋳
物
師
、
金
属
の
細
工
が
集
住
す
る
地
域
で
あ
る
（
２９
）
。『
中
右

記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
四
月
十
四
日
己
卯
条
は
「
次
参
�

行
事
所
�、
催
�明
日
行
幸
事
�。
今
日
稲
荷
祭
也
。
仍
道
々
細
工
頗

有
�懈
怠
�」
と
、
明
日
に
迫
っ
た
賀
茂
行
幸
の
行
事
所
に
参
勤
す

べ
き
「
道
々
細
工
」
が
稲
荷
祭
の
た
め
に
こ
れ
を
懈
怠
し
た
と
述

べ
る
。
彼
ら
は
七
条
に
居
住
す
る
細
工
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

旅
所
神
主
の
補
任
は
、
鍛
冶
師
・
鋳
物
師
や
金
属
細
工
ら
「
七
条

村
民
」
か
ら
、
彼
ら
を
統
括
す
る
後
院
細
工
所
へ
と
変
遷
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
間
、
旅
所
神
主
の
補
任
に

あ
た
っ
た
の
は
「
七
条
村
民
」
で
あ
っ
た
。『
園
太
�
』
観
応
三

年
（
一
三
五
二
）
九
月
九
日
己
卯
条
は
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三

六
）
四
月
に
「
則
経
」
な
る
人
物
を
、
稲
荷
旅
所
の
神
主
職
に
補

任
し
た
際
の
後
院
補
任
状
を
引
用
す
る
。

後
院
（
欠
）

補
�任
稲
荷
（
欠
）
階
政
所
神
主
職
�事

右
職
者
、
則
経
重
代
相
伝
所
職
也
。
而
去
承
久
二
年
則
文
・

則
宗
訴
論
之
時
、
言
�上
子
細
�、
預
�院
宣
・
法
家
勘
状
�畢
。

且
任
�七
条
（
欠
）
等
署
判
�、
為
�相
伝
之
職
�、
改
�則
用
�

吉
弘
�。
於
�自
今
以
後
�者
、
以
�則
経
�所
�被
�補
�任
彼
職
�

也
。
向
後
更
不
�可
�他
妨
�之
状
如
�件
。

嘉
禎
二
年
四
月
日

別
当
散
位
藤
原
朝
臣
〈
判
〉

「
稲
荷
（
欠
）
階
政
所
」
と
は
稲
荷
旅
所
で
あ
る
二
階
社
政
所

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
欠
損
が
あ
り
文
意
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

彼
を
こ
の
職
に
補
任
す
る
条
件
と
し
て
、
相
伝
の
職
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
院
宣
・
法
家
勘
状
と
「
七
条
（
欠
）
等
署
判
」
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
補
任
の
主
体
が
後
院
細
工
所

へ
と
移
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
も
、
旅
所
神
主
へ
の
就
任
に
は
七
条

の
、
お
そ
ら
く
は
居
住
者
に
よ
る
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
れ

は
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
旅
所
神
主
の
補
任
が
「
七
条
村
民
」
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
ゆ
え
で
あ
り
、
旅
所
に
お
け
る
稲
荷
神
へ
の

祭
り
を
担
う
の
は
彼
ら
七
条
の
都
市
民
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
意

向
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
瀬
田
勝
哉

氏
は
「
大
政
所
」
す
な
わ
ち
旅
所
に
つ
い
て
、「
各
社
の
祭
礼
そ

の
も
の
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
神
を
迎
え
る
在
地

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
三
（
一
三
）



側
の
セ
ン
タ
ー
と
も
な
っ
て
い
て
、
御
供
調
進
を
す
る
場
で
も
あ

っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
宮
座
的
な
も
の
の
存
在
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
構
成
す
る
者
が
長
者
的
性
格
を
帯
び

た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
す
る
（
30
）
。
稲
荷
旅
所
の
場
合
、「
宮

座
的
な
も
の
」
を
構
成
し
て
い
た
の
は
「
七
条
村
民
」
で
あ
り
、

ゆ
え
に
本
来
彼
ら
が
、
旅
所
に
お
い
て
祭
り
を
司
る
神
主
の
補
任

を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

神
主
と
は
「
司
祭
」
と
「
舗
設
」
の
役
で
あ
る
。
司
祭
は
「
祭

り
の
最
も
重
要
な
部
分
を
な
し
神
主
以
外
の
者
を
参
加
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」。
し
か
し
「
舗
設
の
方
は
他
人
に
協
力
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
祭
祀
と
舗
設
と
は
本
質
的
に
切
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
祭
の
規
模
が
大
き
い
場
合
、

神
主
は
祭
の
料
の
調
達
に
自
ら
当
る
よ
り
、
協
力
者
に
そ
れ
を
行

わ
せ
る
の
を
好
都
合
と
し
た
」。
萩
原
龍
夫
氏
は
、「
律
令
体
制
解

体
」
に
よ
り
「
祭
祀
の
運
営
と
社
頭
の
経
営
」
と
が
大
き
く
変
化

す
る
な
か
で
、「
神
意
卜
定
制
と
仏
教
に
お
け
る
輪
番
制
と
官
僚

機
構
に
お
け
る
上
司
選
考
制
」
と
が
結
び
つ
き
、「
司
祭
」
や

「
舗
設
」
を
「
あ
る
集
団
の
中
か
ら
特
定
の
任
に
当
る
た
め
に
交

代
で
出
」
す
神
事
頭
役
制
が
形
成
さ
れ
た
と
と
ら
え
る
（
31
）
。
稲
荷
祭

に
は
、
馬
上
役
と
い
う
神
事
頭
役
が
存
在
す
る
。
七
条
の
地
域
社

会
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
役
で
あ
る
。
馬
上
役
と
は
、
公
家
新
制

で
あ
る
『
近
衛
家
文
書
』
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
十
一
月
三
日

付
後
堀
河
天
皇
宣
旨
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
二
四
〇
）
に
「
稲
荷
・

日
吉
・
祇
園
三
社
祭
時
、
以
�潤
屋
之
賤
民
�、
差
�本
社
之
祭
頭
�。

称
�之
馬
上
�」
と
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
稲
荷
社
ほ
か

の
祭
り
に
お
い
て
富
裕
な
者
が
勤
め
る
神
事
頭
役
を
意
味
す
る
。

稲
荷
祭
の
馬
上
役
に
つ
い
て
は
、『
明
月
記
』
安
貞
三
年
（
一
二

二
九
）
三
月
十
四
日
壬
午
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

早
旦
道
澄
僧
都
来
談
、
稲
荷
祭
馬
頭
毎
年
五
月
五
日
、
指
�

六
条
以
南
富
有
下
郎
�云
々
。
去
年
被
�指
者
、
称
�日
吉
末

社
神
人
�、
抜
�桙
櫛
�棄
�之
。
社
家
山
門
頻
訴
申
、
無
�成
敗
�。

「
馬
頭
」
と
は
、
神
事
頭
役
の
馬
上
役
を
意
味
す
る
。
稲
荷
祭

の
馬
上
役
は
、
前
年
の
五
月
五
日
に
六
条
以
南
の
富
裕
者
か
ら
選

ば
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
選
ば
れ
た

者
は
日
吉
末
社
の
神
人
を
称
し
て
稲
荷
祭
馬
上
役
を
対
捍
す
る
と

い
う
。
稲
荷
祭
の
馬
上
役
は
、
そ
の
居
住
す
る
場
所
に
よ
っ
て
選

定
さ
れ
、
稲
荷
社
の
神
人
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
は
な
い
し
、
他
社

の
神
人
と
い
え
ど
も
そ
の
役
を
免
れ
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
貞
永

年
間
（
一
二
三
二
・
一
二
三
三
）
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
32
）
真
経

寺
所
蔵
法
華
経
裏
文
書
の
年
未
詳
三
月
二
五
日
付
尊
性
法
親
王
書

状
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
九
五
二
）
に
お
い
て
、
稲
荷
祭
の
馬
上
役

に
差
定
さ
れ
た
の
は
、
比
叡
山
の
「
中
堂
寄
人
」
で
あ
る
「
景

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
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四
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利
」
で
あ
っ
た
。
彼
の
馬
上
役
拒
否
と
い
う
案
件
に
対
処
し
た
天

台
座
主
尊
性
は
「
先
抂
可
�放
�中
堂
寄
人
�者
、
今
度
許
被
�令

�勤
�馬
上
役
�」、
今
回
の
み
は
「
景
利
」
の
中
堂
寄
人
職
を
放
ち
、

馬
上
役
を
勤
め
る
よ
う
調
停
を
行
っ
た
。
ま
た
『
華
頂
要
略
』
門

主
伝
五
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
条
に
も
同
様
の
例
が
み
え
る
。

而
惣
持
院
楽
器
寄
人
、
以
�謂
�六
条
以
南
之
住
人
�依
�点
�

定
稲
荷
社
馬
上
役
�、
付
�寺
家
�欝
訴
。
仍
二
月
廿
九
日
仁
昇

法
眼
率
�所
司
等
�参
�院
御
所
�。
付
�蔵
人
左
衛
門
権
佐
経

俊
�奏
聞
之
間
、
宜
�停
�止
其
役
�之
由
蒙
�勅
裁
�畢
。

比
叡
山
の
「
惣
持
院
楽
器
寄
人
」
が
稲
荷
祭
の
馬
上
役
に
差
定

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、「
寺
家
」
か
ら
後
嵯
峨
院
に
訴
え
、

勅
裁
に
よ
っ
て
馬
上
役
を
停
止
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
事
例
で
は

馬
上
役
は
免
除
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
「
惣
持
院
楽
器
寄

人
」
が
馬
上
役
に
選
ば
れ
た
根
拠
は
、
彼
が
「
六
条
以
南
之
住

人
」
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に

は
、
稲
荷
社
と
祇
園
社
と
の
間
で
、
稲
荷
祭
の
馬
上
役
を
選
定
す

る
地
域
に
つ
い
て
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
（
33
）
。『
東
大
寺
文
書
』
四

―
四
二
、
年
未
詳
稲
荷
社
神
主
等
陳
状
案
（『
鎌
倉
遺
文
』
二
四

七
六
六
）
に
お
け
る
稲
荷
社
の
主
張
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

当
社
敷
地
為
�五
条
以
南
�、
充
�課
社
役
�之
条
、
永
治
・
仁

安
・
安
元
・
建
久
・
寛
元
・
徳
治
等
文
書
等
分
明
之
上
、
且

毎
年
三
月
初
巳
日
、
令
�差
�定
敷
地
之
�
示
�
於
�五
条
東

西
・
朱
雀
南
面
�之
条
、
古
今
之
例
也
。

稲
荷
社
は
馬
上
役
を
課
す
地
域
を
、
敷
地
と
称
し
て
い
る
。
稲

荷
祭
で
は
、
神
輿
迎
え
を
前
に
し
た
三
月
初
巳
日
、
敷
地
の
境
界

に
�
示
�
を
立
て
、
そ
の
�
に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ
た
空
間
を
敷

地
と
し
た
。
�
は
神
輿
が
還
幸
す
れ
ば
取
り
払
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
敷
地
と
は
、
祭
り
の
間
に
だ
け
形
成
さ
れ
る
宗
教

的
な
空
間
を
意
味
し
た
。「
永
治
・
仁
安
・
安
元
・
建
久
・
寛

元
・
徳
治
等
文
書
分
明
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
平
安
末
期
の
永

治
年
間
（
一
一
四
一
・
一
一
四
二
）
に
は
稲
荷
祭
の
敷
地
と
そ
の

課
役
と
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
特
定
の
住
民

に
多
大
な
負
担
を
課
す
馬
上
役
の
制
度
は
、
鎌
倉
後
期
に
は
廃
さ

れ
、
敷
地
の
住
民
に
等
し
く
課
さ
れ
る
地
口
銭
へ
と
変
遷
す
る
（
34
）
。

し
か
し
こ
う
し
た
変
革
に
あ
っ
て
も
、
六
条
（
五
条
）
以
南
を
稲

荷
祭
の
敷
地
と
す
る
認
識
は
保
持
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ

る
。か

つ
て
都
城
に
住
ま
う
人
々
は
、
そ
の
住
所
で
は
な
く
京
外
の

本
居
に
神
を
祭
り
、
関
係
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
（
35
）
。
十
世
紀
後
半
に

都
市
民
が
地
域
社
会
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
京
外
の
本

居
で
は
な
く
都
市
の
地
域
社
会
こ
そ
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
産

土
�
本
来
生
ま
れ
た
土
地
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
五
（
一
五
）



意
味
す
る
。
七
条
の
場
合
、
職
業
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
つ
な
が

り
が
、
地
域
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
形
成
す
る
基
盤
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地
域
社
会
の
成
立
に
伴
い
、
こ
れ
を

守
護
し
都
市
共
同
体
の
紐
帯
の
要
と
な
る
神
が
必
要
と
さ
れ
た
。

七
条
の
都
市
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
稲
荷
神
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

生
活
す
る
地
域
社
会
を
貫
く
七
条
大
路
は
、
鴨
川
の
東
岸
で
法
性

寺
大
路
に
接
続
し
、
京
の
南
方
へ
向
か
う
大
路
と
な
る
。
こ
の
往

来
の
頻
繁
な
大
路
に
沿
っ
て
鎮
座
し
、
京
の
近
郊
、
境
界
の
地
に

位
置
す
る
神
と
し
て
、
稲
荷
神
は
平
安
京
の
居
住
者
た
ち
か
ら
信

仰
を
集
め
て
い
た
。
七
条
の
都
市
民
は
こ
の
稲
荷
神
に
、
彼
ら
の

地
域
社
会
の
守
護
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
七
条
と
い
う
場
と
稲
荷

神
を
つ
な
ぐ
の
が
稲
荷
祭
で
あ
り
、
神
輿
の
神
幸
は
、
こ
の
神
こ

そ
が
地
域
社
会
を
守
護
す
る
神
で
あ
る
と
す
る
産
土
神
の
信
仰
を

生
み
、
七
条
を
中
心
と
す
る
六
条
（
五
条
）
以
南
の
地
域
を
稲
荷

祭
の
敷
地
と
す
る
認
識
を
成
立
さ
せ
た
。
敷
地
の
住
人
は
稲
荷
祭

に
対
し
て
課
役
を
負
担
す
る
祭
祀
集
団
で
あ
り
、
稲
荷
神
は
彼
ら

の
住
ま
う
地
域
社
会
を
守
護
す
る
産
土
神
と
し
て
、
神
輿
に
遷
り

年
に
一
度
の
巡
行
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

都
市
平
安
京
に
お
い
て
、
都
市
民
は
い
か
に
「
わ
れ
わ
れ
の

神
」
を
獲
得
す
る
の
か
。
本
稿
は
特
に
七
条
の
地
域
社
会
を
舞
台

と
し
て
、
都
市
民
と
稲
荷
神
と
の
関
わ
り
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。

そ
も
そ
も
稲
荷
神
は
、
紀
伊
郡
深
草
郷
に
居
住
す
る
秦
氏
の
氏

神
と
し
て
祭
ら
れ
て
き
た
。
八
世
紀
後
半
に
山
城
（
山
背
）
国
へ

の
遷
都
が
な
さ
れ
た
当
初
も
、
そ
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
朝
廷
に
稲
荷
神
の
神
威
が
認
識
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
の
祟
り
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
を
境

に
、
稲
荷
神
は
神
威
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て
認
識
さ
れ
、
平
安
京

に
近
在
す
る
神
と
し
て
そ
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
て
い
く
。
十
世
紀

後
半
に
都
市
民
が
成
立
し
、
平
安
京
が
都
城
か
ら
都
市
へ
と
展
開

す
る
な
か
で
、
稲
荷
神
は
彼
ら
の
多
様
な
祈
り
を
受
け
入
れ
る
平

安
京
の
都
市
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。
稲
荷
神
は
秦
氏
の
氏
神

に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
都
市
性
と
い
う
新
た
な
信
仰
の
要
素

を
包
摂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
か
ら
、
七
条
の
都

市
民
と
稲
荷
神
と
の
間
に
、
産
土
の
神
と
い
う
一
対
一
の
関
係
が

形
成
さ
れ
る
。

稲
荷
神
が
京
内
の
旅
所
に
神
幸
し
、
都
市
民
に
よ
る
祭
り
を
受

け
、
再
び
本
社
へ
還
幸
す
る
。
稲
荷
祭
の
主
た
る
舞
台
は
七
条
大

路
で
あ
る
。
平
安
京
が
都
城
か
ら
都
市
へ
と
姿
を
変
え
る
な
か
で

京
内
外
の
路
は
再
編
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
七
条
大
路
は
京
の
東

西
を
結
ぶ
交
通
路
、
そ
し
て
儀
式
の
場
と
し
て
主
要
な
大
路
と
位

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

一
六
（
一
六
）



置
づ
け
ら
れ
た
。
稲
荷
祭
の
舞
台
と
さ
れ
、
多
く
の
見
物
人
を
集

め
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
稲
荷
神
は
、
都
市
平
安
京
と
宇
治

や
大
和
を
結
ぶ
交
通
路
と
し
て
機
能
し
た
法
性
寺
大
路
に
沿
い
、

京
の
出
入
り
口
近
く
の
境
界
の
場
に
鎮
座
す
る
。
左
京
下
辺
は
法

性
寺
大
路
が
京
へ
と
接
続
す
る
地
で
あ
り
、
七
条
大
路
は
そ
の
主

要
な
大
路
で
あ
っ
た
。
稲
荷
祭
に
お
い
て
こ
れ
ら
大
路
は
、
稲
荷

神
と
七
条
の
地
域
社
会
と
を
結
ぶ
意
味
を
も
っ
た
と
い
え
よ
う
。

稲
荷
祭
は
朝
廷
の
祭
祀
で
は
な
く
、「
宮
座
的
な
も
の
」
を
形

成
し
た
七
条
の
都
市
民
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
る
祭
り
で
あ
り
、
旅

所
神
主
の
補
任
を
担
っ
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
七

条
の
都
市
民
は
、
鍛
冶
師
や
鋳
物
師
あ
る
い
は
細
工
と
し
て
後
院

細
工
所
に
仕
え
る
身
で
あ
り
、
ゆ
え
に
後
院
細
工
所
は
そ
の
関
係

を
梃
子
と
し
て
、
十
三
世
紀
初
頭
以
降
に
は
旅
所
神
主
の
補
任
へ

の
介
入
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
平
安
京
の
下
辺
、
左
京
の
六
条

（
五
条
）
以
南
は
稲
荷
祭
の
敷
地
で
あ
る
。
稲
荷
社
は
そ
の
よ
う

に
主
張
し
、
こ
の
地
域
の
居
住
者
か
ら
稲
荷
祭
の
莫
大
な
舗
設
費

用
を
賄
う
馬
上
役
を
選
定
し
た
。
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
の
地
口
銭

に
よ
る
徴
収
に
も
、
こ
の
敷
地
の
原
理
が
有
効
と
さ
れ
た
。
そ
の

賦
課
基
準
は
、
稲
荷
社
の
神
人
か
否
か
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
彼

の
居
住
す
る
場
所
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。
敷
地
が
機
能
し
得
た
そ

の
背
景
に
は
、
稲
荷
神
に
対
す
る
産
土
意
識
の
浸
透
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

七
条
の
都
市
民
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
生
活
す
る
地
域
社
会
こ
そ

が
産
土
で
あ
り
、
維
持
、
存
続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

彼
ら
の
本
来
生
ま
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
そ
の
た
め
の
紐

帯
と
な
る
神
を
、
彼
ら
は
必
要
と
し
た
。
七
条
の
都
市
民
は
、
神

輿
の
神
幸
に
よ
っ
て
、
京
外
か
ら
稲
荷
神
を
地
域
社
会
に
迎
え
入

れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
こ
の
稲
荷
祭
を
年
ご
と
に
繰
り
返
す
産

土
の
祭
り
と
し
て
継
承
し
た
。
こ
こ
に
、
七
条
の
都
市
民
に
よ
る

産
土
神
と
し
て
の
稲
荷
神
の
獲
得
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（
１
）
榎
村
寛
之
「
都
城
と
神
社
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
律
令
天
皇
制

祭
祀
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
）。

（
２
）
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
二
月
初
午
の
稲
荷
神
鎮
座
が
そ
の
由
緒

と
さ
れ
る
（『
延
喜
式
』
神
名
帳
頭
註
、『
神
祇
拾
遺
』）
が
、
後
の

説
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
ウ
ブ
ス
ナ
の
語
は
『
日
本
書
紀
』
推
古
三
二
年
（
六
二
四
）
十

月
癸
卯
朔
条
の
「
�
城
県
者
元
臣
之
本
居
也
」
の
「
本
居
」
に
ウ

ブ
ス
ナ
の
古
訓
（
岩
崎
文
庫
本
）
が
あ
り
、
神
名
と
し
て
は
『
日

本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
十
月
十
五
日
戊
辰
条
の
神

階
叙
位
記
事
に
「
讃
岐
国
」
の
「
宇
夫
須
奈
神
」
が
み
え
る
。
萩

原
龍
夫
「
郷
村
祭
祀
組
織
の
完
成
」（『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）
四
一
六
・
四
一
七
頁
を
参
照
。

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
七
（
一
七
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（
４
）
『
今
鏡
』
打
聞
第
十
で
は
「
七
条
な
る
所
に
て
」
歌
を
案
じ
た

「
左
衛
門
尉
頼
実
と
い
ふ
蔵
人
」
が
、「
こ
の
わ
た
り
は
稲
荷
の
明

神
こ
そ
」
と
、
七
条
と
稲
荷
神
と
を
結
び
つ
け
、
歌
に
詠
ん
だ
。

（
５
）
大
村
拓
生
「
儀
式
路
の
変
遷
と
都
市
空
間
」（『
中
世
京
都
首
都

論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
、
初
出
一
九
九
〇
）
五
九
頁
。

（
６
）
岡
田
荘
司
「
平
安
京
中
の
祭
礼
・
御
旅
所
祭
祀
」（『
平
安
時
代

の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
）。

（
７
）
福
原
敏
男
「
御
旅
所
「
政
所
・
大
政
所
」
考
」（『
祭
礼
文
化
史

の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
、
初
出
一
九
九
三
）。

（
８
）
五
島
邦
治
「
平
安
京
の
祭
礼
と
都
市
民
の
成
熟
」（『
京
都

町

共
同
体
成
立
史
の
研
究
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
、
初
出
一
九
八

七
・
二
〇
〇
〇
）。

（
９
）
『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
の
真
偽
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、

近
年
の
見
解
は
荊
木
美
行
「『
山
城
国
風
土
記
』
と
稲
荷
社
」（『
風

土
記
研
究
の
諸
問
題
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
、
初
出
二
〇
〇

七
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
の
逸
文
が
風
土
記
撰
進
詔
の

出
さ
れ
た
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
当
時
の
伝
承
か
否
か
に
つ
い
て

は
確
証
が
な
い
。
但
し
、
尊
経
閣
所
蔵
文
書
天
暦
三
年
（
九
四

九
）
五
月
二
三
日
付
の
神
祇
官
勘
文
（『
平
安
遺
文
』
四
九
〇
五
）

に
は
、
稲
荷
社
立
社
の
由
来
に
は
所
見
が
無
い
が
、
�
宜
や
祝
の

申
状
に
よ
れ
ば
、
稲
荷
神
は
和
銅
年
中
（
七
〇
八
〜
七
一
五
）
に

稲
荷
山
の
三
峯
に
顕
現
し
、
秦
氏
が
春
秋
の
祭
り
を
執
り
行
っ
て

き
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
該
の
逸
文
に
み
え
る
稲
荷
社
起
源

伝
承
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
世
紀
半
ば
に
は
成

立
し
て
い
た
伝
承
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１０
）
『
仁
和
寺
文
書
』
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
六
月
二
一
日
付
紀

伊
郡
司
解
案
（『
平
安
遺
文
』
十
八
）、
同
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）

八
月
十
一
日
付
紀
伊
郡
司
解
案
（『
平
安
遺
文
』
四
三
）、
同
安
和

二
年
（
九
六
九
）
七
月
八
日
付
法
勝
院
領
目
録
（『
平
安
遺
文
』
三

〇
二
）、
三
条
家
本
『
北
山
抄
』
裏
文
書
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
五

月
二
十
日
付
内
蔵
貴
子
解
（『
平
安
遺
文
』
三
七
一
）。

（
１１
）
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
十
一
月
二
十
日
丁
巳
・

二
八
日
乙
丑
条
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
十
月
二

八
日
丁
卯
条
。

（
１２
）
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
八
月
四
日
丙
戌
条
に

は
、「
山
背
国
紀
伊
郡
深
草
山
西
面
」
の
埋
葬
に
対
す
る
禁
制
が
出

さ
れ
て
い
る
。「
深
草
山
」
は
稲
荷
山
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、

埋
葬
を
禁
じ
る
そ
の
理
由
は
「
縁
�近
�京
城
�」
た
め
で
あ
り
、
稲

荷
神
と
の
関
連
は
う
か
が
え
な
い
。

（
１３
）
『
台
記
』
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
四
月
二
六
日
壬
申
条
は
、

稲
荷
五
社
を
「
上
社
」「
中
社
」「
下
社
」「
田
中
」「
四
大
神
」
と

記
す
。

（
１４
）
名
波
弘
彰
「
院
政
期
の
熊
野
詣
」（『
文
藝
言
語
研
究

文
藝

篇
』
十
三
、
一
九
八
八
）
九
二
頁
。

（
１５
）
稲
荷
を
「
周
縁
の
場
」
と
し
て
、
そ
の
平
安
京
の
住
人
と
の
関

係
を
指
摘
し
た
論
文
に
、
京
樂
真
帆
子
「
平
安
京
の
南
」（『
平
安

京
都
市
社
会
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
、
初
出
二
〇
〇

三
）
が
あ
る
。

（
１６
）
稲
荷
伏
拝
・
伏
礼
に
関
す
る
記
載
は
、『
山
槐
記
』
保
元
四
年

（
一
一
五
九
）
二
月
十
二
日
丁
酉
条
・
同
三
月
三
日
戊
午
条
・
治
承

三
年
（
一
一
七
九
）
二
月
九
日
丁
酉
条
、『
明
月
記
』
建
久
十
年

（
一
一
九
九
）
二
月
二
三
日
乙
酉
条
、
同
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）

史
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八
二
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第
一
・
二
号

一
八
（
一
八
）



七
月
十
六
日
壬
午
条
、『
九
条
家
文
書
』
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）

二
月
十
七
日
付
久
米
光
貞
田
地
売
券
案
（『
鎌
倉
遺
文
』
八
七
七

三
）
に
み
ら
れ
る
。
な
お
尾
上
陽
介
「『
明
月
記
』
本
文
の
改
変
と

「
稲
荷
伏
拝
」」（『
朱
』
四
五
、
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。

（
１７
）
稲
荷
祭
の
神
幸
行
列
に
お
け
る
獅
子
舞
の
姿
は
、『
明
月
記
』

嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
四
月
十
一
日
癸
酉
条
に
確
認
で
き
る
。

『
楽
所
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
四
月
に
は
朝

廷
の
楽
所
か
ら
「
右
近
府
生
光
元
」
が
稲
荷
祭
に
奉
仕
し
て
い
る
。

（
１８
）
「
七
条
大
路
は
東
西
の
主
要
道
の
一
つ
で
、
商
業
地
域
に
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
り
、
延
喜
式
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
古
代
的
大

路
か
ら
、
い
わ
ば
繁
華
街
的
な
主
要
街
路
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
」。「
京
制
の
衰
退
と
と
も
に
京
全
体
の
幾
何
学

的
形
態
に
基
づ
く
儀
礼
的
性
格
は
失
な
わ
れ
て
ゆ
き
、
朱
雀
を
頂

点
と
す
る
路
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
も
、
…
…
よ
り
実
状
に
則
し
た
大

宮
、
東
洞
院
、
二
条
、
七
条
な
ど
を
軸
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
っ

た
」（
小
寺
武
久
「
平
安
京
の
空
間
的
変
遷
に
関
す
る
考
察
」〈『
日

本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
一
六
五
・
一
六
六
、
一
九
六
九
〉
九

七
・
七
〇
頁
）。
あ
る
い
は
、「
儀
式
路
」
に
は
「
二
条
・
七
条
・

東
洞
院
・
西
洞
院
・
大
宮
な
ど
の
特
定
の
大
路
が
多
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
大
路
を
「
行
列
の
通
る
路
」
と
認
識
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
」（
大
村
前
掲
註（
５
）論
文
、
五
九
頁
）。

（
１９
）
大
村
拓
生
氏
は
、「
九
条
口
」
を
「
京
極
大
路
を
南
に
下
っ
た

地
点
」
あ
る
い
は
「
富
小
路
の
南
端
」
の
「
鴨
川
を
渡
る
地
点
」

（
前
掲
註（
５
）論
文
、
八
三
頁
）
と
す
る
。

（
２０
）
足
利
健
亮
「
京
都
盆
地
の
消
え
た
古
道
二
題
」（『
京
都
府
埋
蔵

文
化
財
論
集
』
三
、
一
九
九
六
）
五
四
九
頁
。

（
２１
）
河
内
将
芳
「
中
世
の
稲
荷
祭
神
輿
渡
御
の
道
筋
と
法
性
寺
大

路
」（『
朱
』
四
七
、
二
〇
〇
四
）
一
六
一
頁
。

（
２２
）
福
山
敏
男
「
法
性
寺
の
位
置
」（『
寺
院
建
築
の
研
究
』
下
、
中

央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
、
初
出
一
九
七
五
）
一
五
九
・
一

六
一
頁
。

（
２３
）
河
内
前
掲
註（
２１
）論
文
、
一
六
〇
・
一
六
一
頁
。

（
２４
）
二
月
初
午
に
代
表
さ
れ
る
平
安
京
に
住
む
人
々
と
稲
荷
神
と
の

関
係
は
、
十
世
紀
に
は
確
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
神
が
七
条
に
産

土
神
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
そ
の
基
底
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
平
安
京
の
人
々
が
参
詣
に
通
う
京
近
郊
の
寺
社
は
、

稲
荷
社
に
限
ら
れ
な
い
。『
梁
塵
秘
抄
』
を
例
に
と
れ
ば
、
貴
船
社

（
二
五
二
）、
法
輪
寺
（
三
〇
七
）、
比
叡
山
延
暦
寺
の
根
本
中
堂

（
三
一
二
）、
清
水
寺
（
三
一
四
）、
�
川
明
王
院
（
四
一
九
）
へ
の

参
詣
路
を
謡
う
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
寺
社
へ
の
参
詣

も
ま
た
隆
盛
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
七
条
の
都
市

民
と
稲
荷
神
と
の
関
係
は
、
地
域
社
会
と
神
が
一
対
一
で
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
２５
）
『
師
元
年
中
行
事
』
四
月
の
「
上
卯
日
」
に
「
稲
荷
祭
事
〈
有
�

三
卯
�時
用
�中
卯
�〉」
と
あ
る
。

（
２６
）
久
米
舞
子
「
松
尾
の
祭
り
と
西
七
条
の
共
同
性
」（『
日
本
歴

史
』
七
四
二
、
二
〇
一
〇
）
四
頁
。

（
２７
）
梅
小
路
と
八
条
坊
門
小
路
は
南
北
に
隣
り
合
う
小
路
で
あ
り
、

梅
小
路
猪
熊
と
八
条
坊
門
猪
熊
の
旅
所
は
同
一
の
そ
れ
を
指
す
と

み
た
い
。
な
お
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
書
写
の
奥
書
を
も
つ

『
稲
荷
記
』
に
は
、「
梅
ノ
小
路
猥
熊
ノ
御
旅
所
」
と
の
記
載
が
あ

る
。

稲
荷
祭
と
平
安
京
七
条
の
都
市
民

一
九
（
一
九
）



（
２８
）
『
明
月
記
』
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
五
月
二
十
日
庚
子
条
に

「
細
工
所
別
当
被
�仰
�忠
綱
�了
」
と
あ
る
。

（
２９
）
七
条
に
居
住
す
る
鍛
冶
師
・
鋳
物
師
や
金
属
細
工
の
例
と
し
て
、

『
新
猿
楽
記
』
に
「
七
条
以
南
保
長
」
で
あ
る
「
鍛
冶
鋳
物
師
�
銀

金
細
工
」
の
金
集
百
成
、『
中
外
抄
』
下
、
九
に
「
七
条
ノ
細
工
」、

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
六
に
「
七
条
辺
ニ
有
ケ
ル
薄
打
ツ
者
」、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
一
、
五
「
七
条
町
に
江
冠
者
が
家
の
、
お
ほ

東
に
あ
る
鋳
物
師
」、
同
巻
二
、
四
に
「
七
条
に
薄
打
あ
り
」
と
い

っ
た
史
料
を
指
摘
で
き
る
。
な
お
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の

発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
七
条
町
の
東
側
に
あ
た
る
左
京
八
条
三
坊

九
町
で
は
、
平
安
時
代
後
期
に
「
検
出
遺
構
数
、
出
土
遺
物
量
と

も
急
激
に
増
加
す
る
」。
そ
の
景
観
は
「
七
条
大
路
に
面
し
て
小
規

模
な
掘
立
柱
建
物
が
建
ち
並
び
、
建
物
の
奧
側
に
は
井
戸
や
廃
棄

物
を
処
理
し
た
土
坑
な
ど
が
配
さ
れ
た
状
況
が
復
元
で
き
る
」。

「
出
土
遺
物
の
中
に
は
製
品
の
素
材
と
考
え
ら
れ
る
金
属
塊
、
坩

堝
・
取
瓶
・
鋳
型
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
」「
鋳
造
生
産
を
は

じ
め
と
す
る
手
工
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き

る
」（
山
本
雅
和
「
ま
と
め
」〈『
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
九
町
跡
』

二
〇
一
〇
〉
四
九
・
五
二
頁
）
と
い
う
。

（
３０
）
瀬
田
勝
哉
「
中
世
の
祇
園
御
霊
会
」（『
洛
中
洛
外
の
群
像
』
平

凡
社
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
九
）
二
四
八
頁
。

（
３１
）
萩
原
龍
夫
「
律
令
体
制
の
解
体
と
神
事
頭
役
制
」（
前
掲
註

（
３
）書
所
収
）
六
九
・
七
十
・
七
二
・
七
三
頁
。

（
３２
）
瀬
田
前
掲
註（
３０
）論
文
、
二
八
一
・
二
八
二
頁
。

（
３３
）
こ
の
争
論
に
つ
い
て
、
年
代
確
定
を
含
む
詳
細
は
小
島
鉦
作

「
京
都
五
条
以
南
の
稲
荷
社
祭
礼
敷
地
役
と
東
大
寺
」（『
神
社
の
社

会
経
済
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
、
初
出
一
九
七

四
）
を
参
照
。

（
３４
）
稲
荷
祭
の
地
口
銭
成
立
に
つ
い
て
は
、
馬
田
綾
子
「
稲
荷
祭
礼

役
を
め
ぐ
っ
て
」（『
梅
花
女
子
大
学
開
学
一
五
周
年
記
念
論
文

集
』
一
九
八
〇
）
を
参
照
。

（
３５
）
『
正
倉
院
文
書
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
十
一
月
二
五
日
付
三

嶋
子
公
請
暇
解
（『
大
日
本
古
文
書
』
巻
十
七
―
六
〇
六
）、
同
二

年
（
七
七
一
）
四
月
十
日
付
八
木
宮
主
請
暇
解
（
同
巻
六
―
一
六

九
）、
同
四
月
十
一
日
付
氏
部
小
勝
請
暇
解
（
同
巻
六
―
一
七
〇
）、

同
四
月
十
五
日
付
安
宿
広
成
請
暇
解
（
同
巻
六
―
一
七
一
）、
同
三

年
（
七
七
二
）
十
月
二
八
日
付
美
努
石
成
請
暇
解
（
同
巻
六
―
四

〇
七
）、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
（
八
三
四
）
二
月
二
十
日
辛

丑
条
。
こ
れ
ら
は
官
人
の
例
で
あ
る
が
、
都
城
に
住
む
人
々
に
は

共
通
の
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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